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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
善
～
Ｒ
１
８
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
６
７
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
工
藤
将
太

【
あ
ら
す
じ
】

　
具
体
的
に
１
２
本
勝
負
の
後
の
お
話
。

僕
の
著
者
名
で
あ
る
工
藤
将
太
。
（
分
か
り
ず
ら
い
ん
で
工
藤
将
太
朗
に

し
て
い
る
。
）
彼
は
神
の
石
を
手
に
入
れ
る
べ
く
こ
の
世
界
に
来
た
。

そ
れ
が
、
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
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～
こ
れ
ま
で
の
設
定
上
～
（
前
書
き
）

な
ん
か
、
こ
れ
を
見
た
親
友
が

　
　
「
そ
れ
、
投
稿
す
ん
な
ら
危
ね
ぇ
よ
？
」
と
、
言
っ
て
来
た
の
で

本
当
は
年
齢
制
限
（
Ｒ
１
８
）
の
も
の
で
す
。

ま
あ
、
僕
は
１
８
歳
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
が
（
笑
）

本
当
に
グ
ロ
い
の
が
無
理
な
人
に
は
お
勧
め
は
し
ま
せ
ん
。

見
た
い
人
だ
け
、
見
て
く
だ
さ
い
ね
♪
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～
こ
れ
ま
で
の
設
定
上
～

～
今
回
は
始
め
る
前
に
魔
善
の
語
句
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
し
よ
う
。
～

１
、
使
魔
召
喚
戦

狩
人
が
魔
者
（
主
に
人
間
を
主
食
。
）
と
対
抗
す
る
た
め
に
独
自
と
言
っ
て
も

良
い
ほ
ど
、
作
り
上
げ
た
、
使
い
魔
を
武
器
に
し
て
戦
う
方
法
。

２
、
使
魔
召
喚

使
い
魔
を
召
喚
す
る
方
法
。

３
、
武
器
化
・
起
動
場

武
器
化
は
そ
の
ま
ん
ま
の
意
味
。
使
い
魔
を
武
器
に
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
使
い
魔
を
戻
す
と
き
は
起
動
場
へ
戻
す
。

４
、
魂
の
儀
式

本
作
の
序
盤
し
か
出
な
か
っ
た
使
い
魔
と
契
約
す
る
方
法
。

契
約
す
る
に
は
己
の
魂
の
半
分
（
２
分
の
１
）
を
使
い
魔
と
取
引
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
何
回
で
も
契
約
は
可
能
。
（
身
体
に
負
担
が
か
か
る
け

ど
）

５
、
武
装
越
え
（
く
ろ
す
お
ー
ば
ー
）

魔
善
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
－
ｏ
ｕ
ｔ
！
！
チ
ェ
イ
ン
ス
タ
ー
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
編
で
も
多
く

使
わ
れ
る
、

使
魔
召
喚
戦
の
タ
ブ
ー
。

魂
の
儀
式
で
多
く
使
い
魔
と
契
約
し
た
者
に
多
い
。

通
常
で
は
な
ら
な
い
作
動
ミ
ス
で
起
こ
っ
て
い
る
最
中
に
使
魔
召
喚
、
武
器
化

を
す
る
と
、
自
分
自
身
の
至
る
所
か
ら
武
器
や
き
ぐ
な
ど
が
生
え
、

悪
く
て
魔
者
に
な
り
、
良
く
て
死
ぬ
。
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６
、
魔
者
人

魔
者
と
人
の
間
に
生
ま
れ
た
子
孫
。

魂
を
い
く
つ
で
も
持
っ
て
お
り
、
姿
表
し
が
、
可
能
。

７
、
姿
表
し

通
常
で
あ
れ
ば
魔
者
人
で
し
か
で
き
な
い
、

体
力
を
大
幅
に
使
う
、
呪
文
。

自
分
が
今
何
を
し
て
、
何
処
に
い
る
の
か
、
な
ど
が
相
手
に
伝
わ
る
。

そ
の
代
わ
り
に
、
相
手
を
威
圧
す
る
こ
と
が
可
能
。

類
義
語
を
覇
気
と
呼
ぶ
。

～
こ
こ
か
ら
、
先
は
ネ
タ
ば
れ
に
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
～
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８
、
第
１
の
可
能
性

狩
人
の
統
一
者
、
冥
王
Ｅ
Ｕ
Ｇ
が

エ
ル
リ
ッ
ク
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
・
ゴ
ッ
ド

こ
の
国
を
滅
ぼ
し
、
自
分
だ
け
の
独
裁
帝
国
を
創
ろ
う
と
す
る
計
画
。

９
、
第
２
の
可
能
性

カ
ラ
ー
ズ
及
び
紅
に
よ
る
、
侵
略
。
初
め
に
狩
人
と
同
盟
を
結
び
、
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チ
ェ
イ
ン
ス
タ
ー
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
倒
団
。
そ
の
後
に
、
狩
人
抹
殺
及
び
、

狩
人
本
部
セ
ン
タ
ー
を
も
、
倒
団
。
そ
し
て
魔
者
と
同
盟
を
結
び
、

侵
略
す
る
計
画
。

１
０
、
第
３
の
可
能
性

核
（
コ
ア
と
呼
び
、
す
べ
て
の
黒
幕
で
あ
り
、
す
べ
て
の
中
心
核
。
＝
真
理
）

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
支
配
者
、
光
と
闇
≒
正
義
ｖ
ｓ
闇
の
戦
い
で

勝
利
し
た
者
が
世
界
を
支
配
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
の
者
が
死
ん
だ

場
合
、
上
の
を
も
う
一
度
や
る
は
め
に
な
る
。

１
１
、
第
４
の
可
能
性

能
力
者
、
工
藤
将
太
朗
が
大
量
の
無
限
石
を
使
い
世
界
を
自
分
の
も
の
に

し
て
や
ろ
う
と
す
る
、
計
画
。
し
か
し
、
実
を
言
う
と
復
讐
で
あ
っ
て

な
に
か
を
追
い
求
め
て
い
る
。

１
２
、
無
限
石

無
限
に
力
を
使
う
こ
と
が
出
来
る
。

創
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
は
未
だ
不
明
。
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～
こ
れ
ま
で
の
設
定
上
～
（
後
書
き
）

ほ
ん
と
に
基
本
的
な
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
質
問
等

お
願
い
し
ま
ー
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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